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 研究要旨：炎症性腸疾患（IBD）診療において、病状日記手帳を作成・利用することは医師・患者双

方において客観的で正確な病状の把握を容易にし、また不足した情報の収集やコミュニケーションツー

ルとしての役割を果たす。効率的な情報収集は診療時間を有効に用いることにもつながる。現行のクロ

ーン病手帳を刷新し、現状に見合った本研究班版を新規作成する提案を行い検討した。 
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A. 研究目的 

 炎症性腸疾患（IBD）患者において、手帳を

作成・利用することは医師・患者双方におい

て客観的で正確な病状の把握につながる。効

率的な情報収集は、診療時間を有効に用いる

ことにつながる。現行のクローン病手帳を刷

新し、現状に見合った手帳を新規作成するこ

とを目的とした。 

 

B. 研究方法 

 現行のクローン病手帳（飯塚が作成した

2012 年度版）を提示し、使い勝手や記入方法

などに対してのディスカッションを行った 

（倫理面への配慮） 

 患者対象研究ではないため、特に倫理面へ

の配慮は必要ない。 

C. 研究結果 

 手帳記入スペースの変更や、評価方法に

Patients reported outcome (PRO)を取り入れ

ることにより、より客観的な情報を収集する

ことが可能となるなどの意見が得られた。 

 

D. 考察 

 客観的な情報収集が可能となれば、他施設

共同研究などの評価にも対応できるものにな

る可能性が考えられた。 

 

E. 結論 

 今後、さらに議論を重ねてより現状に見合

った使い勝手の良い手帳への改訂を模索して

いく。 

 

F. 健康危険情報 

 特になし。 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

 特になし。 

２.学会発表 

 特になし。 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 



１．特許取得 

特になし。 

２．実用新案登録 

特になし。 

３．その他 

特になし。 


